


























































































（ マ マ ）
念し、経緯を
銘
（ マ マ ）
記して、この碑を建立する」と記されている。
　読谷村のボローポイントは 97 年以降現在まで、通








































































































































































































































































































































（） 例 え ば 次 の よ う な 研 究 が あ る。 ① Charlesworth, A., 
‘Contesting places of memory: the case of Auschwitz’, 
Environment and planning D: Society and Space, 2, 99, 
pp.579-59. ②飯田収治「元ナチ強制収容所記念遺跡におけ
る集合的「記憶」の行方―ノイエンガメ KZ 記念遺跡の場合」











































その地域的影響」経済論集 6-、9-0 頁、前掲 (0）①。
（8） 前掲（0）②。（）。
（9） 市役所、村役場の敷地に建立された記念碑は、そこが市役所・
村役場であることが誘因であると考えられるため除外した。
また読谷村泊城公園（トリイ通信基地跡地）の「米軍上陸の地」
碑も基地跡地であることが誘因とは考えにくいので除外した。
（20） 「みほそ」とは「ほぞ」・「へそ」のことで、石川が沖縄本島
の中央にあたることから 997 年に旧石川市によってつけら
れた美称。
（2） 山内徳信・水島朝穂『沖縄・読谷村の挑戦―米軍基地内に
役場をつくった』岩波書店、997。
（22） 本稿の対象外の基地跡地においても、具志川市復帰記念会
館（平良川通信所）、北谷町役場（キャンプ桑江）など、明確
に基地跡地ないし基地敷地を志向した公共施設が存在する。
（2） 町役場の建設について宮城篤実町長は「将来の嘉手納基地
返還への町民の思い」の実現であったと語っている。沖縄タ
イムス社編『27 万人の実験』沖縄タイムス社、997、82 頁
（元々は『沖縄タイムス』連載記事）。
（2） 当事者によるものとして、那覇新都心地主協議会編『那覇
新都心物語』那覇新都心地主協議会、2007。そのほかに前掲
（0）②など。
（25） 前掲（2）58 頁。
（26） 当眞嗣夫「那覇の軍用地跡地利用とまちづくり：小禄・金
城～那覇市天久新都心～那覇軍港」（『沖縄発～平和のメッセー
ジ―第  回平和学習講座集録』那覇市中央公民館、99）
7-8 頁。なお、この講演者は那覇市助役（当時）。
（27） 金武正紀「銘苅古墓群とヒヤジョー毛遺跡の保存について」
南島考古 5、995、7-92 頁。
（28） 前掲（26）6 頁。
（29） 沖縄では基地に限らず、アメリカ時代の「痕跡」全体が否
定的に扱われているといえるかもしれない。旧琉球政府立法
院議事堂（後の沖縄県議会議事堂）が保存運動にもかかわら
ず取り壊されたこと（記念碑はある）は良く知られている。
（0） 香川　檀「対抗モニュメントと記憶―ドイツにおける現代
アートの試み」近代教育フォーラム 2、200、75 頁。
（） 前掲（5）60 頁。
（2） コザ、金武のように、基地跡地ではないが、米軍基地がノ
スタルジックな過去として表象されている事例は例外といえ
る。ただし、そこには（極めて堅いメディアである）記念碑
と消費・観光のための案内や看板というメディアの差異を考
慮すべきであろう。
（） なお、沖縄県においては区画整理事業、土地改良事業の完
工を記念する記念碑の建立は一般的である。また米軍基地跡
地（本稿の対象外）であるにもかかわらずそのことを明記し
ない記念碑も、管見の限りではあるが１例存在する。
（） 前掲（6）2・2 頁。
（5） フットが論じる悲劇と暴力の景観には、慰霊を含まない事
例（慰霊を伴わない贖罪、警告、恥辱など）が欠けているこ
とが指摘できる。
（6） 例えば、沖縄・摩文仁の慰霊碑の中に勝利の記念碑となっ
ているものがあることが北村によって指摘されている。前掲
（8）5 頁。
（7） 野村総合研究所・都市科学政策研究所『駐留軍用地跡地に
係る有効利用ビジョンの検討調査報告書』野村総合研究所、
2009、- 頁。
（8） 沖縄県・宜野湾市『普天間飛行場跡地利用計画策定推進調
査報告書（本編）』沖縄県・宜野湾市、2008、9 頁。
（9） 現在、埼玉県朝霞市において進められているキャンプ朝霞
の跡地利用計画にも同様に米軍基地の看板、建造物の保存・
復元が盛り込まれ、論議を呼んでいる。朝霞市『朝霞市基
地跡地「公園・シンボルロード」整備基本計画書』朝霞市、
200、9-20 頁。
